






























































































































































































































































より、天平 2年 (730) には諸国から桑漆帳が進上されていたことがわかる。また、天平 5
年 (733) 「出雲国計会帳」にも記載がみえ、桑漆帳の存在が確認される 20。したがって、
遅くとも天平 2年以前、養老年間ごろに桑漆帳は創設されたと考えられる 210









※「」…天平 2年 5月 6日格引用部分。
しかし、桑漆課種は不十分であったのが実状であり、天平 2年には国郡司が催殖に務め
ず、桑漆帳に虚偽の申告がなされた状況が指摘されている（【史料 7】：波線部）。これに対




































































































































" 『令集解』田令 15園地条諸説（前掲註 4参照）。
18 [梅田 1987・198_4]。
19 『延喜式』民部下、付四度使等帳条に「正倉、官舎、溝池、桑漆等帳拉附二朝集使ー」とある。
20 『大日本古文書』 1、p.598。
21 [永松 1988]。
22 前掲註 14参照．
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